
豪雨災害からもうすぐ１年

　昨年７月の豪雨災害で町は大きな被害を受け、

ふるさと納税サイトに災害支援のための寄附金

を募ったところ、全国の886人から総額624万

2,318円が寄せられました。

　持留小学校も被害を受け、復旧のため５日間

休校になりました。寄附金は主に同校の土砂撤

去費用として活用したため、持留小学校の全校

生徒28名がそれぞれの言葉でお礼のメッセージ

を書き、パンフレットにし、寄附者に発送しま

した。

　６年生の中尾桃
もも

さんと安田夏
な な

菜さんは「今は安

心して学校に行くことができます。みなさんの

ためにも、これから勉強を頑張ります」と話され

ました。

返礼品は子ども達からのメッセージ

幸せな気持ちになりますように

　５月25日（火）、菱田地域保全協議会の皆さ

んが菱田保育園や中沖保育園の園児と８畝ほ

どの土地に、ひまわりの種を植えました。

　同協議会は、景観を良くしたいと毎年園生

と一緒に種植えを行っており、10年近くにな

るそうです。

　会長の久德勝
まさる

さんは「黄色い色は幸せの色と

言われているので、皆さんに花を見て幸せに、

元気になってほしいです」と話されました。場

所は、菱田小学校付近の国道沿いです。

菱田地域保全協議会がひまわりの種植え
まちのこと、教えて町長！

　５月24日（月）、西迫公民館において、高齢

者ふれあいサロン「西迫さくら」を対象に町長

講話が開かれ、17名が参加しました。

　東町長は、陸上競技の聖地プロジェクトや

人口動態、新型コロナウイルスワクチン接種

についてなど、町が取り組んでいる施策や課

題、今後町が取り組むことについて話しまし

た。

　講話の後に、参加者との活発な意見交換が

なされました。

西迫サロンで町長講話
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